
主　日　礼　拝主　日　礼　拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（１１月１０日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します

行司伝道師

西嵜芳栄
西嵜孝之
a大宮東子
富岡　牧
全本みどり
金森清子
山本麻美
西嵜達也
牧三貴子
澤口明子
岡本享子
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　神が私たちに与えてくださったものは、おくびょうの
霊ではなく、力と愛と慎みとの霊です。テモテ第二 1:7。
  私の父は幼児洗礼でカトリック信徒でした。彼は 父を
３歳で亡くし姉達と母子家庭で育ちました。長崎薬専卒
業後 大阪の製薬会社に勤め、ビルマへ陸軍兵士として
出兵し、主の哀れみにより 無事に生還できました。戦
後 故郷岡山で薬屋を営み　73才で帰天しました。
  父は 真っ直ぐな性格で頑固オヤジでした。優しく陽気
な面もありましたが、感情の起伏が激しく怒りが大爆発
する事が度々あり家族や周りの人は大変でした。しかし
60才頃に ペンテコステ集会や Ｏ神父の祈り会に参加し
始め 聖霊様に出会い 触れられました。深い所の癒しが
起こり 怒りが消えて 平安に満たされると 顔つきも変わ
り 穏やかなおじいちゃんへと変えられました。家族は
もちろん孫までが大変驚き 喜びました。そして 父は、「怒
る事は 罪なんじゃと」と私達に聖書から学んだ事を教
えてくれました。水のバプテスマを受けても 聖霊のバ
プテスマを受けることができなければ 実生活ではイエ
ス様の栄光が輝かない 、火の無いクリスチャン生活を
送らねばならない、という事を父を通して教えられまし
た。
  頑固オヤジが聖霊様によって イエス様の香りを放つ穏
やかな父に変えられた証です。主に栄光！

申17～ 23 　水 20金 22

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。

通読のツボ

日 月 火 水 木 金 土
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「変えられた父」
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牧尉太　日名幹雄
明石和也
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渡辺和香子

西嵜孝之

堀川敬泰
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藤井サト
田中順子

牧一穂先生
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牧征實
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村部竜輝
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5
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（ ２０１９年１０月２７日 ）
（要約者：高橋　奈津江）

スモールファミリー

ふるさとミーティング

誕生者のお祝い

申命記 12章～ 26章は特定の規定について書かれてい
ます。今週の通読箇所においては裁判と王制について、
レビ人について、逃れの町について、戦いの方針につ
いて、家庭での問題について、同族への配慮、主の集
会についてなどが章ごとに分かれて記されています。
１７章は王制について書かれており、新しい地に入り、
土着宗教との混交の危険があり、その影響によって神
の民としての大きな変革が伴う可能性を伝えています。
この王制への移行は禁止されてはいません。しかし諸
国とは同じでないことを明らかにしています。隣邦諸
国に倣って「王を立てたい」と求めるなら、「主の選ぶ
者」でなければならないし「同胞の中から」立てられ
るべきであると言われています。このような新しい地
に入ったとしても、アブラハム、イサク、ヤコブの神
を見続けるために、伝えているメッセージになります。
「主はその御目をもって、あまねく全地を見渡し、その
心がご自分と全く一つになっている人々に御力をあら
わしてくださるのです。（Ⅱ歴代 16:9）」この後の新し
い地に入った後のイスラエルの行動からも主と１つに
なる続けることの大切さを感じることができます。モー
セのメッセージから神様の思いを感じていきたいと思
います。

牧　一穂　牧師
平澤一浩

全本みどり
池田優香
a牧三貴子

　１日　堀川敬泰
　２日　牧一穂先生
　８日　村部竜輝
　9日　北殿雅一

１１日　松崎智裕
　　　　牧　征實
１５日　田中順子
　　　　藤井サト

１６日　中村映美
１７日　秋山周平
　　　　三村洋子
２０日　富岡美千男

２２日　佐々木亮祐
２３日　山口ヒサコ
２５日　酒井美津子
２９日　山本美保子

11 月の誕生者
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明石和也

2827
聖餐礼拝

李  銀敬

25
早天祈祷会6：0000 ~

西嵜孝之

2423
早天祈祷会6：0000 ~
県北祈祷会20：0000 ~

佐々木結心朗

22
ぼやき会15：0000 ~
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牧一穂先生堀川敬泰渡辺和香子李  銀敬
スモールファミリー
誕生者のお祝い

藤原　祐子

ディボーション登録ディボーション登録
右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。

右のQRコードを読み込むとメールソフトが起動します。
何も入力せずそのまま送信ください。
毎日のディボーションが届きます。
※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。※ｇmail などのフリーメールなどをオススメします。

　ローマ書１～８章【教理】、９～11章【イスラエルの救い】、
12～ 16 章【適用】。ローマ書は聖書全体を事細かに示し、
その中でも１２章はまとめのとても大事な部分です。新改
訳、新共同訳、口語訳、NKJV訳、原語からも見ていきましょ
う。パウロはいつも教理に基づく適用を大切にしていまし
た。知識を蓄えるだけでなく、「いかに実践するか」です。
実践する上で要になる基礎がこのローマ書１２章１節、２
節です。これを正確に理解しなければ、ローマ書７章に出
てくる「頑張るクリスチャン（苦しむチャン）」になってし
まいます。
　

１～11章まで遡り、次の内容すべてをふまえての「そうい
うわけで」です。【１～８章（教理）】①義認･･･義人はひとり
もいない。私達は罪びとのかしらですが、救われたことを
信じた時、神様との関係が回復し、赦された罪びととなり
無罪放免となりました。②聖化･･･「本来のあるべき姿に近づ
く」本来の姿に聖霊が導いて下さるから私達は心を開いて
聖霊を受け入れるのです。頑張らないのです。「クリスチャ
ンなのだから頑張る」というのは違います。７章のような
クリスチャンは違います。③栄化･･･キリストに似た人格に
なっていく。義認を頂いたら、主キリスト・イエスにある
神の愛からもう引き離すものはなにもありません。（ローマ
8:37～39）圧倒的な勝利者なのです。【9～11章（イスラ
エルの救い）】①ユダヤ人はイエスを拒否した。②しかし、そ
れは神の計画であった。③異邦人に救いが及んだ。④異邦人
の救いを妬むことで、ユダヤ人が救われる。（私達は祝福さ
れなければいけない。祝福されることは計画のうちである。）

あなたがたに、「お願いします。勧めます。」＝「beseech」と
ても強い懇願です。原語から、私達のそば（耳元）に来て
勧めて励まして下さる方、その聖霊、助け主が呼ぶ、勧め
るのです。パウロを通して聖霊様ご自身が懇願されている
と受け取ることができます。騒がず感情的にならず、耳元
でささやかれる聖霊様の良心の声を聴きましょう。何によっ
て勧告されているのかは、「神のあわれみによって」＝1～
11 章の内容そのものです。信仰によって恵みによって義と
されました。私達は神の子として、全ての特権と祝福が与
えられています。聖霊様が内住しています。神様に感謝の
応答をすることができます。

あなたがたのからだを、神に受け入れられる、聖い、生き
た供え物としてささげなさい（神に present する）。旧約は
自発的ではない動物達を死なせて捧げ物としていました。
しかし、新約に生きる私達は、いのちの犠牲はなく、自ら
が捧げものであり、自発的な供え物であります。私達は罪
の奴隷ではなく、キリストの奴隷です。生涯、愛する主人
に仕えたい、という自発的な奴隷です。聖書に見る奴隷は、
主人に代々仕える爺やのように、導く者と仕える者との、
どちらかというと助け合いの価値観です。（申命記 15:16～
17）嫌々殺される動物のように足をつっぱらず、嫌々では
なくイエス様が好きだから「喜んで、進んで」捧げましょう。
アベルのように神の為に選び分けた供え物を捧げるとき、
神に受け入れられます。神は物ではなく、心を見られます。
「自発的ないけにえ」が「霊的ないけにえ」です。それこそ、
あなたがたのなすべき霊的な礼拝（reasonable service）で
す。「なすべき霊的な」は、感情ではなく理性で決断する、
と原語から読み取れます。その為に教理を理解する必要が
あります。礼拝＝奉仕・仕える（service）。キリストにあっ
て行う全ての行動、つまり「生活の全て」が礼拝であり、
全的献身なのです。それを良心（reasonable）によって判
断することができます。「良心」とは、永遠の（神様の）総

合判断力です。神様と共に、本来の姿を客観的に見て知る
状態です。良心の中心は聖書です。みことばを覚えましょう。

この世と調子を合わせてはいけません。「この世」（時代）
とは、「型」（こうじゃなきゃだめ）にはめようとするもの
です。例えば、携帯電話、権利の主張、今の子育てなど、
何らかの影響を与えようとするものです。聖書とは違う「こ
の世」（時代）の要素を、しっかりと分かっているでしょう
か？当たり前と思っていることは、本当に正しいことでしょ
うか？神様は私達に「地の塩、世の光として生きなさい。」
と言われています。塩は、そのままの性質を失わずに溶け
込みます。「この世」（時代）に溶け込むが、同意せず、型
にはまらず、その場所で光輝く姿でもって、人々の心に届
く光で本来の型に戻る道を示しなさい、と言われています。

いや、むしろ、神のみこころは何か、すなわち、何が良い
ことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知
るために、心の一新によって自分を変えなさい。（心を新た
にして自分を変えていただく、心を新たにすることによっ
て造りかえられる。）主語は神であり、私達はそれを受け入
れ（受動態）、私達がすべきことは全的献身（喜んで捧げる、
仕える）なのです。当たり前と思ってズレているこの世の
時代を悔い改め、一新し、あなたが神に変えられることを
受け入れましょう。「互いに偽りを言ってはいけません。あ
なたがたは、古い人をその行いといっしょに脱ぎ捨てて、
新しい人を着たのです。新しい人は、造り主のかたちに似
せられてますます新しくされ、真の知識に至るのです。」（コ
ロ3:9～10）脱ぐのはあなた、着せてくださるのは神様です。

この世の土台の上に神様を置くのではなく、神様の土台の
上にこの世を置きましょう。このポストモダンの時代に、
イエスキリストが土台でなければ、崩れてしまいます。近
代モダンが終わった次の現代ポストモダンの時代は、高度
な資本主義社会と高度な情報化社会で、そのような社会に
おける、先行き不透明な現状と、その現状の中で社会等に
失望を抱く状況です。家庭という理想、国家という理想も
壊れています。元の姿に戻る方法は、神様といっしょにい
るということ、つまり礼拝です。あなたは、すべての場所、
すべての領域、すべての場面に、神様がいるでしょうか。
いつも賛美しているでしょうか。神様はいのちなので、生
きていつもあなたと共におられます。あなたと良心（神の心）
を共有しようとしておられます。問題や嫌いな人や病の前
にも、神を感じ、イエスキリストを置いて礼拝を捧げてく
ださい。

「こころの一新」
～何が良い事か？生きることが礼拝～　　　　　　　　　　ローマ１２：１～２

本当の良心を知る・時代から、型から自由に！！
ポストモダンから自由に・最初に戻る　
それは神との愛の関係

受動態の命令形

否定形の命令形

勧告の内容

勧告

そういうわけで

さいごに

義認によって、私達は救われました。この救いは永遠
です。しかし、全的献身で得られる祝福は別です。こ
の祝福は、この1,2節の勧め（具体的には12章以降）
を実行しなければ、得ることはできません。この祝福
を得ることはイエス様が懇願されていることです。生
活や価値観を見つめ直し神様によって変えられること
を受け入れていきましょう。罪の奴隷から、キリスト
の奴隷へと変えられていくとき、栄光から栄光へと変
えられていくことができます。

義認によって、私達は救われました。この救いは永遠
です。しかし、全的献身で得られる祝福は別です。こ
の祝福は、この1,2節の勧め（具体的には12章以降）
を実行しなければ、得ることはできません。この祝福
を得ることはイエス様が懇願されていることです。生
活や価値観を見つめ直し神様によって変えられること
を受け入れていきましょう。罪の奴隷から、キリスト
の奴隷へと変えられていくとき、栄光から栄光へと変
えられていくことができます。

日韓国際交流ゴルフ大会
日韓国際交流フォーラム
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ぼやき会15：0000 ~ 早天祈祷会6：0000 ~ 19：3033 ~ﾌﾟﾚｲﾔｰﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 早天祈祷会6：0000 ~

キッズブレッシング
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藤井サト
田中順子
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松崎智裕
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